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献 辞

松井安信教授は，本年・3}j31日付をもってま芝年退官されるO 私たちは，永年にわたり北海道

とわが経緯学部のために貢献されるところきわめて大きかった教践を， 尽きることのない

鵠別の情たこめて，北大のキャンパスからお送りすることになっ

教授は，昭和23年3)ヲ九州大学経済学部を縄卒業後， 同大学大学院(1日制〉の特別研究生と

して研究者への議を歩まれ， 経和28杢f4月西商学説大学商学部の詰教授になられた。そして，

i湾大学に9年閥解勤務ののち，昭和37年4月迎えられて本学経済学部助教授に錦就任 3年後

の40年 7}j教授に昇校された。

教授が本学に擁護'任になられた霊長時， 経済学部の教官研究室は，現在の大学本部事務局の建

物，付鱗図書館， f日大学予科校舎の南鶏の一様に分散していた。南関 まれの教授は，そ

の…つ，厳寒には「、ンベヲア街道j の異名をとる渡り廊下でつながれたi日予科の老朽校舎の一

鶴に拠点を構丸 得生地描陪宗とは築費の風ごとでの新たな緋究と教育への第一歩を印されたの

であった。それから24年の議月が流れ，研究室，教護，そして事務室も商問会一新し!日予科

の校舎は跡形もなく消え失せたが， 教授の研究者としての御精進と教育者としての鱒努力は，

その時一貫してたゆみなく統けられてきたのである。

教授の御専門は，貨幣論・信用論である。マルクス経済学とイギ pス金融史にかんする深い

議紹に裏打ちされた論考を， ヌド学調着在以前から欝力的に発表してこられた教授は，わが学部

においてもその研究た継続され， その成果は，昭和39年の『イングランド銀fj券のニ離性に関

する研究Jとしてひとまずまとまり， 同年，教授は，この論文によって経済学博士の学位を授

与された。

その後，教授は， マルクス『資本論』の方法に対する独自の省察官ピ前提に，繁気街環と

制度の関連の理論的解明を行ないつつ， いわゆる「不換銀行券論争jに批判的検誌を加えた

f醤男貨幣論研究JI (昭和45年) を設に時われる。 この論争で浮彫りになった理論的問題を吟

味しながら， それな留家独点資本主義体総の理論的解明にも遊飛できる方法論として構築しな

おすこと，これが本書の擦な謹L ったと拝察する。 3年後の詔和48年，教授はさらに

II'-;r;レクス億用論と金融政策』を公にされた。 マノレタス器用論の『資本論Jにおける理論的泣

援をの論究に始まり， 紫本主義の発践と金融政策の主体との関わりにかんする学説史的検対会経

て，国家独占資本主義体制下の金議政策の諸相の分析におよ と閉じように，現

~資本主義の運動法踏の解現という現実的鵠題関心に支えられた， 理論と実在の双方にまたが

る教授の護れた学問的所躍であった。 この年の 2)主教授はI年関の海外留学の旅に立たれた

ので，本害警は教震が日本を留守にしておられたときに設に出たのであるが， とにかく， 以上の

一つの著作によって，教授は，学界における不動の地位令築かれたのである。
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このように，たゆみなく研究を続けられるかたわら， 教授は，貨幣論と銀行論を講じて学部

学生の教育に情熱をもって当たられると間待に， 大学院経済学研究科において後進の育成に多

大の努力安線設された。教授の教育者としての御功績は，学部での穣れた御講義もさることな

がら， 今日学界の第一線で活躍筆中の数多くの研究者を教授の円から巣立たせたことにおいて一

段と光彩を放っている， としてよいであろう。教捜が覇支れ，学界から妻子評をもって迎えられ

た『金融資本論研究JJ(昭和58年〉は， その門下生を中心とするヒルブァディング F金験資本

論』の綾E主的・内在的研究の成果であっ

教授は，金融学会， 経済期論学会， 北海道経済学会等の理事としてこれ

会の発展に寄与される一本 学内においても，昭和44年8月から毘46年7月まで評議員，諮和

535:手1Jヲから問54年12月まで経済学部長〈大学院経済学研究科長併任) として大学と学部の灘

堂と発肢に多大の索敵をされた。教護札評議員時代，いわゆる大学総やの満中にあってその

解決に多くの労力者ピ殺やされるとともに， 鰐争を契機に設けられた大学改革検討委員会の副委

員長の重j誌な担われた。学部内にあって仇経済学研究科長に御就伎後，当時の研究科の最大

の懸案事項であった経営学専攻博士課程の設援に全力をあげて取り総まれ， その閥的を達成さ

れた鯨功績が特築されねばならない。

教授は，誠実・議厚なお人柄の爽に， いかにも九州男兎らしい剛毅な部分を秘めておられ

る。古裁土の風格， と申し上げてもよい。教授は，太平洋戦争末携のあの「学徒出陣」の世代

しておられ， 敗戦後の解放感と民主主義の高いうねりの中で弱からの学問令毅えられた。

そうであるからこそ， その剛毅さは，旺盛な批判精神と一体となって， r戦後j が風化しつつ

あるいまの持代にかえって…欝その輝台な増しているように態われる。いまは，ただ，この記

念号を教授の研北に換し， 縄退官後の欝加餐とこれまでにも増す学問上の縄活塞をひたすらお

祈りするのみである。

紹和61年 1}j

北海道大学経済学部長 岡 新


